
「大分県豊後高田市で
ぶどう農家になりませんか」

121110987654321

1年目

3年目
以降

研修生1組2名募集中

●ぶどう栽培スケジュール

産地担い手
ビジョン

●就農までの流れ

（R7.3作成）

就農相談
体験

研修

面接

審査
研修1年目 研修2年目 就農

・豊後高田市では、呉崎地区を中心として、巨峰、ピオーネ等複数の品種が栽培されています。
・他産地と比較し温暖な気候であるため、生育が早く、早期出荷・長期販売ができることが特徴です。
・房を整える作業、収穫・調整作業の時期（6～8月）が農繁期です。
・ぶどうのみの単一経営だけでなく、冬場の白ねぎと組み合わせた
複合経営を行っている生産者もいます。

・近年では高単価で取引されるシャインマスカットの面積が
拡大し、輸出にも取り組んでいます。

・他の生産者のハウス見学や勉強会を通じて、栽培に関する情報
共有を行い、技術向上を図っています。

●豊後高田市のぶどう産地の紹介

※経営目標はあくまでも目標であり、保証するものではありません。
※減価償却費は所得に含む

土づくり 定植

●経営目標

就農５年目の経営目標

品目・規模・収量（単収/10a）

従事者

販売額・所得

・品目名 65a ・5,980kg（920kg）

・家族:2人
・雇用:臨時雇用 （7月～9月）

・販売額 834万円 ・所得 278万円

就農10年目の経営目標

品目・規模・収量（単収/10a）

従事者

販売額・所得

・品目名 100a ・11,850ｋｇ（1,185kg）

・家族:2人
・雇用:臨時雇用 （7月～9月）

・販売額 1,648万円 ・所得 560万円

栽培技術研修

就農地検討→決定 ぶどうﾊｳｽ準備

就農計画協議 資金借入協議

苗管理

土づくり
整枝・剪定

ハウス
被覆

袋掛け

ハウス除去

収穫・出荷 片付け

土づくり

・規模拡大
・単収増加
・雇用増

＜提案書＞



●モデル経営体の紹介

●問い合わせ先

①独立自営就農の意欲が高い方
②積極的・自発的に取り組める方
③地域との交流ができる方

（その他要件）
・就農予定時の年齢が５０歳未満であること
・市内に在住して研修を受け、研修終了後、市
内で就農、定住すること
・研修期間中に最低限必要な生活費があること
・経営開始時に必要な資金や労働力を有してい
る、または調達できる見込みがあること

※他にも要件がありますので、詳細は個別にご
相談ください。
・研修生１～２組募集（１組２名以内）

〇豊後高田市ｱｸﾞﾘﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ（新規就農ｺｰｽ）※随時募集
研修期間１～２年（研修生1～2組募集（1組2名以内））
【研修期間中の支援】新規就農支援事業
・家賃助成事業：研修中の家賃半額助成（補助上限25千円/月）
・生活支援事業：研修１年目の生活支援助成（定額25千円/月）

【就農時の支援】
・新規就農者自立支援事業：独立自営就農する際に必要な資材等の
自立購入費用の一部助成（定額20万円）
・その他、経営計画の作成支援、補助事業等

【移住支援】
・市内の宿泊施設で”お試し”居住をしながら、体験
見極め研修や空き家・市営住宅の見学、移住準備等

【子育て支援】
・子育て世帯の引越し費用助成、出産祝い金、
市営の無料塾等

●豊後高田市の支援策 ●産地が求める人材

●私たちがサポートします ～技術習得から就農までのサポート体制～

豊後高田市役所 農業振興課
〒879－0692 豊後高田市是永町39番地3
TEL：0978-25-6243 FAX：0978-24-0250

ホームページ：httpｓ://city.bungotakada.oita.jp

【氏 名】和泉 陣氏（47歳・就農コーチ）
就農25年目（H11.親元就農→H19.継承）

【経営概要】ぶどう 200a 白ねぎ 300a
構成員：家族４名＋雇用（正規2名、パート6名）
販路：JA共販、直売、輸出など

【研修受入実績】T夫妻（40代・栃木県からIターン）
研修期間：R3.5～R5.4 就農：R5.5～

【メッセージ】
技術力や時代を読む力を磨いて、常に改善・挑戦をしながら
経営しています。
時代で変化する消費者の期待に応え、誇りを持ち、健康で楽しい農業を！

<研修会>

就農コーチ

部会の中でも高い技術力をもつ
生産者がコーチとなり、コーチのほ場で、
実際に栽培に携わりながら、栽培技術や

調整の方法を学びます。

研修風景

<就農予定地の確認>

【活動】 ・北部振興局や市役所等によるサポートチームで現地確認を毎月実施

【活動】 ・技術向上のための研修会、視察

サポートチームによる研修状況確認

JAおおいた豊後高田ぶどう部会


